
子供たちが楽しそうに活動する様子に気付き、荒海小学校の養護

の先生が窓から顔を出して声をかけてくれたり、校長先生が一緒に

参加をしてくれたりしました。 

また、この体験を行うために、安全を見守る方、ペットボトルロ

ケットの発射台を貸してくれる方、子供の人数分のペットボトルロ

ケット本体を作って用意してくれる方等々、たくさんの地域の方か

ら協力をいただいたそうです。 

 様々な立場の方々が関わって、放課後の事業が行われています。 

令和７年９月１６日（火）第３３号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
９月３日（水）、あらかい子ども教室の様子を取材しました。 

この日は、校庭でペットボトルロケットを体験していました。ペットボ

トルロケットはうまくいくと５０ｍ近く飛んでいきます。自分の飛ばし

たペットボトルを全力で追いかける子供、推進力となる水を浴びて「いっ

ぱい濡れて楽しい！」と喜ぶ子供、活動を心から楽しんでいる子供たちの

姿とその様子を見守るスタッフの方々の優しい笑顔が印象的でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こちらの二次元コードから、閲覧・ダウンロードができます → 

＜スタッフの方より＞ 
 

 放課後子ども教室に参加してい

るのは３年生までの子供が多いの

ですが、６年生になっても子供た

ちは私のことを覚えていてくれ

て、近所で声をかけてくれます。 

 誰の子供かが分かるので、地域

の中でつながるきっかけにもなっ

ています。 

 

 

 重力だ！ 

 いっぱい水を入れると少し

しか飛ばなくて、水を少しに

するといっぱい飛ぶよ！ 


